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例　　言

１．本書は、浅井 11 号墳（鳥取県西伯郡南部町浅井・宮前）の測量・発掘調査の概要報告書である。調査
は、島根大学法文学部考古学研究室と鳥取大学地域学部考古学研究室の構成員を中心とする、有志の参加
者によって組織された「浅井 11 号墳発掘調査団」を主体とする学術調査である。第１次調査の実施期間は、
2015 年８月 17 日～９月 30 日である。第１次調査では測量・発掘調査とあわせて物理探査も実施し、本書
ではその成果も報告する。物理探査は東京工業大学と連携しておこなった。

２．本書は、平成 27 年度島根大学法文学部教育経費、同法文学部長裁量経費（教育プロジェクト）による「考
古学実習」・「考古学技術実習」、ならびに平成 28 年度島根大学法文学部山陰研究プロジェクト「山陰地方に
おける既掘考古資料の再検討による歴史文化遺産の活用と地域還元」の成果報告書である。

　　刊行にあたっては、平成 28 年度島根大学法文学部教育経費を使用した。
３．本書の編集は、岩本崇・磯貝龍志が担当した。執筆は調査参加者があたり、分担を執筆部分末尾に記す。
　　「Ⅶ 分析」については、島根大学総合理工学部の亀井淳志氏から玉稿を頂戴した。記して謝意を表する。
４．本書で表示する方位と座標は、平成 14 年に国土交通省公示の国土座標値（世界測地系・平面直角座標第Ⅴ系）

にもとづく。ただし、本文の記述はこの限りではない。標高は、東京湾平均海水面（T.P.）の水準値による。
５．調査に際し、下記の方々と諸機関からご高配をいただいた。記して篤く感謝申し上げる。
　　三鴨英輔、恩田 裕、板持郁子、大江克己、山中京子、潮 晴美、岡田善治、大塚 幸、佐藤 信、澤田秀実、

櫃本誠一、深澤太郎、森下章司、大手前大学史学研究所、南部町総合福祉センターいこい荘、南部町立会見
小学校、南部町教育委員会、鳥取県教育委員会、島根大学生活協同組合（順不同、敬称略）。

６．現地調査および整理作業参加者は以下のとおりである。
　　大橋泰夫、岩本 崇、磯貝龍志、福本亨充、飯田周恵、犬山雄太、鍵 碧、笠見幸帆、佐藤 襟、畑地智仁、

若山俊介、寺岡奈穂子（以上、島根大学）、髙田健一（鳥取大学）、亀井宏行、森藤周平、グチョン、神保理
恵、南川 富（以上、東京工業大学）、林 弘幸（大手前大学）、北澤宏明（國學院大学）、土井翔平（明治大学）。

浅井古墳群

鳥取県

図１　浅井古墳群の位置
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　１　調査目的

　古墳時代には、前方後円墳に代表される大型
の墳墓が日本列島の諸地域で築造され、墓制に
顕著な広域性が顕在化する。山陰地方ではそれ
に先立つ弥生時代後期に大型墳墓の築造が活発
化し、それはつづく古墳時代にも継続する点か
ら、古墳の出現を墳墓の築造動態から具体的に
議論できるフィールドである。そして、この資
料的な特性にもとづく調査研究の成果の一つと
してしばしば強調されるのが、古墳出現段階に
おける前方後円墳の不在〔渡辺 1983 など〕で
ある。「古墳時代の開始＝前方後円墳の出現」
とする図式〔近藤 1977〕において、山陰地方
は例外的な地域であるという理解は、もはや定
説化した感すらある。
　そのいっぽうで、前方後円墳に先行して、前
方後方墳が出現する点は、山陰における古墳出
現を論ずるうえで重要である。それらは前方後
円墳と比べて規模が小さく、埋葬施設も簡素で
ある。前方後円墳とは異なる脈絡のもと、出現
した可能性が考慮されよう。こうした前方後方
墳の存在は、在地的な方墳とは別に多様な墳丘
形態の出現背景が重層的であった可能性を示唆
する。とすれば、前期後半を遡る前方後円墳の
存在を考える必要がないのであろうか。これま
での前方後円墳の限られた調査事例によって結
論とするのは、やや早計であるように思われる。
　古墳時代前期の社会は、一回性の強い個別的
な集団関係から、継続性のうかがわれる集団関
係へと大まかに推移する〔岩本 2010〕。そうし
た社会関係にたいする評価をもふまえるなら
ば、山陰地方においても古墳時代前期の早い時
期に前方後円墳が単発的に築造された可能性は
十分に想定できよう。
　既知の前方後円墳のなかでも、鳥取県西伯郡
南部町に所在する浅井 11 号墳は、断片的な情

報ながら古墳時代前期に時期比定される内容を
もつ。とくに、竪穴式石槨から出土したとされ
る画文帯環状乳神獣鏡は、銘文から「広漢群系」
に位置づけられ、古墳出土画文帯神獣鏡の大多
数が属する「華北東部系」とは異なる流入経緯
と経路が想定される〔森下 2011〕。同じ系譜に
は２世紀の紀年銘をもつ鏡があり、年号鏡では
ないが類品が出土した京都府大田南２号墳の築
造時期は古墳時代前期初頭である。鏡の年代は
古墳の築造年代の上限を示すにすぎないが、紀
年銘にみる製作年代や他例の副葬時期から、浅
井 11 号墳が前期でも早い時期の築造となる可
能性はある。現状で埴輪が確認されていない点
も、古相を示していると理解される。
　以上のように、山陰における前方後円墳の出
現を歴史的に位置づけるうえで、浅井 11 号墳
の具体的内容の把握はきわめて重要な意味をも
つ。こうしたことから、山陰における古墳時代
の開始と前方後円墳の出現についての究明を課
題として、浅井 11 号墳の発掘調査を企図する
こととしたのである。　

　２　調査経過

　発掘調査に先立ち、古墳の現状を把握する必
要があると考え、測量調査と物理探査を実施し
た。物理探査は、東京工業大学亀井宏行教授に
依頼した。さらに、古墳の墳丘規模にかかわる
基礎的な情報の獲得と、過去に画文帯環状乳神
獣鏡が出土したとされる後円部頂の陥没部分の
攪乱の範囲、埋葬施設の遺存状態を確認するた
めに、発掘調査を実施した。これら測量調査、
物理探査、発掘調査を第１次調査とする。
　第１次調査は、2015 年８月 17 日から９月 30
日までの実働 39 日間である。このうち８月 25
日から 28 日に物理探査をおこなった。９月 26
日には現地説明会を開催し、調査成果を公開す
るとともに地域還元をはかった。　（岩本　崇）

Ⅰ　調査の目的と経過



2

　１　古墳の位置と地形

　浅井 11 号墳が所在する、西伯郡南部町は、
日本海へつながる美保湾と中海を画する弓ヶ浜
半島から約 10㎞南に位置する（図１）。東西と
南側は山地に囲繞され、北側にわずかながら沖
積地が点在する。そうした沖積地の一つに、日
野川の支流である法勝寺川に合流する小松谷川
によって形成された小松谷盆地がある（図２）。
小松谷盆地は狭隘な谷を隔てて、北方の会見盆
地とも連続し、一定の空間を構成する。古墳は
小松谷盆地に面しつつも小松谷川によって画さ
れ、むしろ会見盆地に面した法勝寺丘陵性山地
にある峰山（標高 192.7m）から南東へ派生し
た丘陵尾根上に立地するとみたほうが理解しや
すい。大河川の流域ではなく、やや奥まった地
形のなかに古墳が位置するようにみえるが、古
墳より南方は山岳がそびえたち、一転して北方
には平野部が広がってゆく、山地と平野の境界
にあたる立地を示す点が特徴といえよう。
　地質的には、周辺の河川が粗粒花崗岩山地に
発源するため、下流の低地は花崗岩質粗粒堆積
物からなる。古墳が位置する丘陵も花崗岩を基
盤としている。　　　　　　　　　　　

　２　周辺の遺跡（図２）

　縄文時代　草創期から晩期に至るまで継続的
に遺跡が確認されている。草創期・早期は大山
西麓の台地上を中心として遺跡が分布し、前期
には中海沿岸において集落が形成されはじめ
る。中期には米子平野周辺の丘陵上にも遺跡が
展開する。後期から晩期にかけては、青木遺跡
や越敷山遺跡群では数百基を超える陥穴が確認
されている。晩期には、丘陵裾部の平野部にも
遺跡が分布するようになる。
　弥生時代　前期には諸木遺跡、天王原遺跡、
清水谷遺跡など低丘陵上の集落跡で環壕が確認

されている。中期には福市・青木遺跡、浅井土
居敷遺跡、宮尾遺跡、越敷山遺跡群など集落遺
跡が増加する。境矢石遺跡では、前期から中
期、宮前遺跡では中期の木棺墓群が確認されて
いる。後期の遺跡は中期から継続するものが多
く、福市・青木遺跡や越敷山遺跡群など拠点的
な集落が展開する。後期末には越敷山西麓の朝
金小チヤ遺跡で墳丘墓が築造され、特殊な土器
が出土している。古墳時代に先行する弥生墓の
実態をうかがわせる重要な事例である。
　古墳時代　前期の集落としては、三崎殿山古
墳のすぐ南方に天萬土居前遺跡がある。畿内系
とされる庄内甕が出土している。
　周辺の前期古墳でもっとも早い築造とみられ
るのが、日原６号墳（方墳 21m）である。こ
れに後続するのが普段寺１・２号墳であり、１
号墳（前方後方墳 25m）が前期中葉の築造と
考えられる。２号墳（円墳 23m）は、１号墳
にわずかに先行する可能性がある。１号墳の三
角縁惟念此銘唐草文帯二神二獣鏡、２号墳の三
角縁珠文帯四神四獣鏡は、年代的に近接した複
数の三角縁神獣鏡が同一古墳群中の別の古墳に
副葬された事例となる。このほか、後漢末期の
上方作系獣帯鏡を副葬した石州府 29 号墳（円
墳 16m）があるが、築造時期は前期後半である。
　三崎殿山古墳（前方後円墳 96m）は前期か
ら中期前半の築造と考えられ、西伯耆最大規模
を誇る。法勝寺平野を一望できる独立丘陵上に
立地する。古墳の詳細については不明だが、墳
丘形態や立地、北近畿・山陰の首長墓の動向を
参照すれば、前期末ないし中期初頭に築造され
た可能性が高い。このように、会見盆地周辺に
は前期における首長墓が集中して分布する。
　中期前半から中葉の首長墓ははっきりしない
が、中期末に東宗像古墳群で竪穴系横口式石室
を埋葬施設とする円墳が築造される。後期初頭
には東宗像２号墳（前方後円墳 37m）、高山古
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墳（前方後円墳 32m）が築造される。
　後期中葉以降は、ふたたび会見盆地周辺での
首長墓の築造が活発化する。長者原台地西側に
大亀塚古墳（前方後円墳 53m）、後﨏山古墳（前
方後円墳 55m）が築造される。このほか現存
しないが、二子塚古墳（前方後円墳 33m）も
近い時期の古墳であったらしい。
　当地で最後の前方後円墳となる可能性をもつ
のが、別所１号墳（前方後円墳 27m）である。
後円部と前方部のそれぞれに横穴式石室が構築
され、後期末の築造と考えられる。
　会見盆地周辺の首長墓は、前期段階において
は小松谷川の西側、後期段階には小松谷川の東

側に分布し、首長墓築造が断絶する前後で分布
を異にする。後期段階は一系列的な首長墓系譜
ともみれるが、前期は墳丘形態や埋葬施設も多
様であり、築造背景にある集団関係は複雑で
あったようだ。
　古　　代　会見郡衙の可能性が高い長者原遺
跡群、大寺廃寺や坂中廃寺といった古代寺院の
存在は、古墳時代の首長墓の築造状況とあわせ
て当地の地域的な位置づけを考えるうえで示唆
的である。『延喜式』にみる「相見駅」からも、
近くに古代山陰道が敷設されていたと想定で
き、重要な陸路の拠点としての性格を会見盆地
周辺の特質とみることができよう。　　（岩本）

図２　浅井古墳群周辺の遺跡
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　１　測量調査の方法

　測量調査は、墳丘の中心近くに測量原点を設
置し、そこから基準杭を整数値の距離で直線な
いし直角となるよう開放トラバースによって設
定することからはじめた。この墳丘およびその
周辺に設定した基準杭のうち原点から離れた杭
と、地形などの制約から直線あるいは直角に振
り出すことのできなかった杭については、閉合
トラバースによって誤差を補正したうえで、測
量基準点とした。なお、世界測地系座標を移動
した既設杭を閉合トラバースに含めることに
よって、各基準杭の座標値を算出した。
　測量原図は縮尺 100 分の１、等高線間隔は
25㎝で作成した。測量調査は、垂直方向の計測
の細かさはもちろんだが、墳丘を詳細に観察し
ながら水平方向の計測を高精度におこなうこと
をより重視しながら進めた。また、周辺地形を
できるだけ広く測量することをめざした。レベ
ルを用いて等高線となる測点を探索し、その平

面的位置をトータルステーションで計測して作
図をおこなった。平面的な位置の計測には後円
部の中心を原点として別途に設定した局地座標
を使用した。　　　　　　　　　　　　

　２　立地と周辺地形

　測量調査の所見を述べる前に、古墳群の立地
や構成、古墳群のなかでの前方後円墳の位置、
周辺地形などについてふれておきたい（図３）。
　 浅 井 古 墳 群 は、 北 西 に あ る 峰 山（ 標 高
192.7m）から南東へ派生する尾根がいったん途
切れ、なかば独立して存在する丘陵上の南西か
ら北東方向に延びる尾根上に立地する。
　古墳群を構成する個々の墳墓は、墳丘形態は
もとより墳丘の高さもそれぞれに差があり、複
数時期におよぶ古墳が累積して現状の古墳群を
構成していると考える。近接した位置にある古
墳であっても、不整形な低墳丘の例もあれば、
後背部を削り出す立体的な墳丘をもつ円墳もあ
るといった状況である。なかには、ごく小規模
な墳丘もあり、中世墓あるいは近世墓が含まれ
る可能性も想定される。したがって、現状で
32 基からなる古墳群とされるが、古墳時代の
墳墓の実数は少なくなることが予想される。
　そのなかにあって、11 号墳は丘陵最高所に
占地し、古墳群が所在する尾根頂部でももっと
も広く山頂部が開けた場所に後円部、そこから
細くなる尾根筋に前方部、前端は尾根の突端ぎ
りぎりの地点にある。後円部の南西側にも尾根
は下降することなく平坦に続くが、頂上部がき
わめて狭小であるため大きな墳丘を築造するに
は適さず、実際にそこには墳丘がおよんでいな
い。浅井 11 号墳は、丘陵尾根の形状を有効に
活用した後円部と前方部の位置関係、かつ山頂
の広さを最大限に生かした墳丘規模を採用して
おり、計画的な設計のもと前方後円墳として築
造された可能性を想定できる。　　　　

Ⅲ　測量調査の成果
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　３　墳　　丘

　浅井 11 号墳は、南西側から北東側へと延び
る丘陵尾根上に位置し、尾根頂部のもっとも高
い南西側に円丘部を、尾根突端にあたる低い北
東側に方丘部を向ける前方後円墳である（図
４）。墳丘主軸を尾根筋に揃えつつ、後円部を
高い位置に据えており、地形にあわせて前方後
円墳を築造する強い計画性を看取できる。墳丘
の主軸は南にたいして西へ 47 度 22 分 16 秒振っ
た方向にとる。以下、便宜的に後円部側を西、
前方部側を東として記述する。
　後 円 部　最高所は中心よりやや北側にあ
り、標高 65.499 ｍである。墳丘裾の位置は、
北側が 61.5 ～ 62.5 ｍ、西側が 62.5 ｍ、南側が
62.0 ～ 62.5 ｍであり、直径は 28 ～ 30 ｍ程度
になる。全体に正円に近い整った形状である。
後円部の墳頂平坦面は、二次的な改変が目立つ
が、直径 13 ｍほどの広さに復元できよう。墳
丘裾から墳頂平坦面へ至る斜面の標高 64.0 ｍ
前後に、幅１ｍほどの平坦面が北側を中心にめ
ぐる。周溝などの区画施設はみられない。
　後円部頂の中心付近には、墳丘主軸方向に長
い陥没がみとめられる。陥没の範囲は東西長約
８ｍ、南北幅約３ｍ、深さ約１ｍである。その形
状と規模から、埋葬施設にたいする大規模な盗
掘行為にともなうものとみてよかろう。なお、
数は少ないが、陥没部分の内部あるいは後円部
の各所に板石が散見されることから、伝承どお
り埋葬施設は竪穴式石槨である可能性が高い。
　後円部の周辺には、幅５ｍ程度の平坦面が全
体にめぐる。そのなかでも後円部の南側を中心
とした墳丘周辺に広がる平坦面の各所には、直
径２ｍほどの小さな高まりが点在する。中世墓
などが古墳の周辺に分布しているようである。
　前 方 部　最高所は西側の鞍部に近い場所に
あり、標高 63.021 ｍである。東側では 63.0 ｍ
の等高線が直径１ｍ以下と小さくまわり、前方
部頂はおおむね水平をなす。墳丘裾の位置は、
北側から前端、さらに南側がおおよそ 61.5 ｍ、

南側のクビレ部付近が 62.0 ｍほどとやや高く
なる。また、東側の前方部隅はやや低いところ
にまで延びるようにも観察される。
　前方部についても、周辺には幅３～５ｍほど
の平坦面が墳丘をとり囲むようにめぐる。周溝
などはみとめられない。
　ま と め　測量調査の結果、墳丘長 46 ｍ、後
円部径 28 ～ 30 ｍ、クビレ部幅 13.5 ｍ、前方部
長 19 ｍ、前方部前端幅 16 ｍの平面規模をもつ。
高さは、後円部が 2.5 ～ 3.5 ｍ、前方部が 1.5 ｍ
程度である。後円部と前方部の比高差は、2.478
ｍと全長の割に大きいものとなっている。
　前方部は短く、墳頂はおおむね水平面をなす。
側面がクビレ部から前端へと直線的に小さく開
く前方部形状となるようである。
　後円部については、北側を中心にテラス状の
平坦面が墳丘の半周程度にわたってめぐる点が
注目される。ただし、古墳の北側は針葉樹が等
間隔で生育しているのにたいし、反対の南側は
針葉樹は立ち枯れ、広葉樹が繁茂する状態であ
る。平坦面がみとめられるのは、北側の針葉樹
の範囲に合致しており、比較的近年に植林に
よって墳丘に改変が加えられた可能性があろ
う。現状で確認できる平坦面が、必ずしも墳丘
築造当初の姿をとどめたものではないと推定さ
れる点には注意が必要である。
　この平坦面から後円部を二段築成とする見解
もあるが〔久保 2010〕、前方部頂平坦面より後
円部斜面平坦面の位置が高い点は整合しない

〔高田 2013〕。墳丘斜面平坦面の幅の狭さが旧
状を反映しているならば、さらに墳丘下方に段
築が埋没している可能性も考えられよう。
　前方部の短さ、段築の有無はもとより、墳丘
裾の明確な位置についても、発掘調査によって
確認しない限り、墳丘形態・構造の詳細をこれ
以上明らかにすることはできない。
　なお、調査の過程で詳細に墳丘表面を観察し
たが、点在する石材を確認したものの、葺石に
相当するような石材はみられない。また、遺物
についても表採していない。　　　　　（岩本）
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　１　探査の方法

　埋葬施設の有無と構造、墳丘の構造、副葬品
の有無を調べるため、地中レーダ探査と磁気
探査を実施した。探査に用いた機器は、カナ
ダ Sensors&Software 社製 PulseEKKO-pro、ア
ンテナ周波数 250MHz の地中レーダと、米国
Geometrics 社製 G858 セシウム磁力計である。
　探査領域を図５に示す。後円部頂は、盗掘抗
を囲む東西（主軸方向）10m ×南北 15m を磁
気探査の領域に設定し、50㎝間隔で東西方向に
走査した。後円部頂の地中レーダ探査測線は、
磁気探査の領域に重なるように、50㎝間隔で東
西方向（主軸方向）31 本、南北方向 33 本、配
置した。
　前方部頂では、東西 11m ×南北６m の領域
を設定し、後円部と同じく東西方向 50㎝間隔

の測線に沿って磁気探査を実施した。地中レー
ダ探査は、その領域内を 50㎝間隔で東西 12 本、
南北 22 本の測線を配置して実施した。
　墳丘構造を探査する地中レーダの測線は、後
円部をとり囲むように放射状に７本、前方部を
横切る２本、前方部端の２本、合計 11 本を配
置した。

　２　後円部頂の探査結果

　図６に後円部頂の磁気探査結果を示す。盗掘
坑の北側の壁に沿って正の磁気異常が広がって
いる。通常の磁気探査では、水平面で測定する
が、今回は大きな窪みの中を通過するように測
定したので、水平面での探査結果と同じ判読基
準で判断することが難しいが、盗掘坑の上端縁
まで広がっているので、この部分には周囲より
大きな磁化率を持った物質が存在する可能性が
高い。たとえば火成岩であり、石槨の構成材の
存在も疑われる。もう一箇所、座標（x,y）＝（2.5, 
7）あたりを中心とする磁気異常がみられ、最
も大きな異常値を示している。磁性体が存在す
ると思われる。埋葬施設にかかわるとすれば、
盗掘の際に捨てられた石槨蓋石や鉄製副葬品が
考えられる。
　地中レーダ探査では、平面図（time slice）
を作成し、遺構の平面形状を推定する手法が用
いられるが、この領域では、大きな盗掘坑が存
在するため、平面図を作成するには適さないの
で、各測線の地中レーダ断面図を観察すること
になる。図７に、主軸に沿い盗掘坑の外側か
ら東から西へ盗掘抗を縦断する測線 21 の地中
レーダ断面図を示す。断面図の上部に記され
た E 端からの距離を表す数字だが、０m 地点
が磁気探査領域の東の基線にあたる。そこから
西へ２m のところから９m あたりまでが、盗
掘坑の底にあたる。その部分では、反射時間
30nsec（推定深度１m）にほぼ水平な反射面が

Ⅳ　物理探査の成果
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みられる。埋葬施設の底部である可能性も考え
られる。
　東西測線 21 の 3.75m（E 端から 9.75m）地点
を南北に横切る南北測線９と、7.25m（E 端か
ら 13.25m）地点を横切る南北測線 23 の地中レー
ダ断面図を図８に示す。いずれの断面図も S 端
から２m あたりまでが盗掘坑の底で、そこか
ら盗掘坑の壁面が立ち上がる。壁面の立ち上が
りの中には多くの反射がとらえられているが、
これが攪乱や後から投入された廃棄物なのか埋
葬施設にかかわるものなのかの判定は難しい。

　３　前方部頂の探査結果

　前方部頂の磁気探査結果を図９に示す。座標
（x,y）＝（2, 6.3）あたりに最大の正の磁気異常
がみられる。磁気異常の大きさも 120nT と後
円部での最大値の４倍近いので、強い磁性体、
たとえば鉄製遺物などの存在が疑われる。
　図 10 に時間窓 10-12nsec（推定深度 33-40㎝）
で切り出した地中レーダ平面図（time slice）
を示すが、強い反射がとり囲む方形の領域（図
10 中の A の四角形）がみてとれる。磁気異常
点 B は、この領域の境界に位置する。深度が
40㎝弱と非常に浅いが、墳丘が削平されている
とすれば、埋葬施設の可能性もあり、鉄製の副
葬品の存在も疑われる。

　

４　墳丘構造の探査結果

　後円部の墳丘の地中レーダの断面図をみる
と、明確な盛土構造を示す反射は得られていな
いので、後円部墳丘は削り出しと思われる。し
かし、前方部墳丘は、後円部とは異なる構築が
なされていると思われる。図 11 に、前方部を
横切る２本の地中レーダ断面図を示す。前方
部墳丘中央を横断する測線７（Line07）の地中
レーダ断面図では、盛土を示す反射は得られて
いない。ところが、前方部頂先端に近い測線８

（Line08）の地中レーダ断面図をみると、S 端
から４m 付近から大きく潜り込む反射面がと
らえられており、6.5m 付近、反射時間 40nsec（推
定深度 1.3m）で水平になり、11m あたりで立
ち上がり始め、16m 付近で終わる、穴のよう
なものがとらえられている。地形図と照らし合
わせてみると、標高 61.75m の等高線を測線８
が横切る幅が 12m 弱、その間の最高点が 63m
弱なので、この穴状の反射は水平面をとらえて
いることになり、この部分は盛土であることが
うかがわれる。前方部先端部は盛土整形された
可能性が高い。
　測線７の前方部墳丘 S 端から 10.5m 付近、
反射時間 10nsec（推定深度 33㎝）にみられる
双曲線状のパターンがあるが、これは前方部頂

図６　後円部頂磁気探査結果

図７　後円部頂地中レーダ断面図（東西測線 21）

図８　後円部頂地中レーダ断面図（南北測線 9・23）
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の地中レーダ平面図（図 10）にみられる埋葬
施設と予想される領域 A の座標（x,y）＝（2,6）
あたりに相当する反射である。

　

　ま と め

　後円部頂には大きな盗掘坑が存在し、探査す
るには不向きな地形であったが、磁気探査の結
果では、盗掘坑の北壁面内には埋葬施設の残存
が疑われる磁気異常がみつかり、また、盗掘坑
外でも磁気異常が一箇所みつかった。地中レー
ダ探査では、芳しい成果は得られなかったが、
盗掘坑内の底部に埋葬施設の痕跡らしき反射を
とらえることができた。
　前方部頂では、幅 1.5m、長さ３m ほどの鉄
製副葬品をともなう埋葬施設の存在可能性を示
した。
　墳丘構造の地中レーダ探査では、後円部は削
り出し構築、前方部は先端部のみ盛土整形され
た可能性のある反射像が得られた。（亀井宏行）

図９　前方部頂磁気探査結果

図 11　前方部横断地中レーダ断面図（測線 7・8）

図 10　前方部頂地中レーダ平面図
　　　　　　（時間窓 10-12nsec：推定深度 33-40cm）
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　１　調査区の設定

　測量調査ならびに物理探査の成果をふまえつ
つ、前方後円墳としての形態も考慮して、古墳
の主軸を割り出した。そのうえで、後円部の中
心を原点とした局地座標を設け、これをもとに
調査区を設定した（図 12）。
　第１次調査は、①墳丘規模を把握すること、
②後円部頂の埋葬施設の遺存状態を確認するこ
とを目的とするものである。①の目的のもと、
全長を把握するために、墳丘主軸上の後円部と
前方部のそれぞれの墳丘裾にあたる地点に２ヶ
所、後円部直径を算出するために主軸直交方向
の墳丘裾に１ヶ所、合計３ヶ所のトレンチを配
した。②の目的遂行のため、後円部頂の陥没部
分に１ヶ所のトレンチを設けた。
　合計４ヶ所のトレンチの調査総面積は、約
43.5㎡である。　　　　　　　　　　　（岩本）

　２　後円部の調査

① 後円部第１トレンチ（図 13）
　墳丘主軸上の後円部西端の裾の位置を確認し
古墳の全長を把握するために設定したトレンチ
である。また、墳丘構造を把握することも目的
とした。トレンチ規模は南北幅約１ｍ、東西長
約４ｍ、面積約４㎡である。
　本トレンチでは調査過程で古墳築造後の土器
がまとまって出土したため、墳丘面の検出には
至っていない。今後にあらためて調査が必要で
あることを明記しておく。
　層　　序　基本層序は最上層から順に表土、
流土、地山である。表土の下に上下二層の流土
を調査区全体に確認した。流土は、上下層とも
に地山に沿い、墳丘外に向かうごとに堆積が薄
くなっていく状況を示す。
　墳　　丘　流土の下層には盛土が確認されな
い。このことから、地山を削り出すことで墳丘
の下方を構築していると想定している。調査区
北壁で確認した地山は、トレンチ東端から西へ
約 1.6m の地点で斜面から平坦になる。しかし、
墳丘面にたいする認識確定と検出が完了してい
ないため、現段階では可能性は高いと考えるが
これを墳丘裾と断定することは避けておく。
　遺物出土状況　墳丘裾付近の堆積土中から土
師器がまばらに出土した。　　　　（林　弘幸）

Ⅴ　発掘調査の成果

図 13　後円部第１トレンチ土師器出土状況（西から）
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② 後円部第２トレンチ（図 14・15）
　後円部北側の墳丘裾の位置を確認し、後円部
の直径を算出するために設定したトレンチであ
る。また、墳丘構造を把握することも目的とし
た。トレンチの規模は東西幅約１ｍ、南北長約
４ｍ、面積約４㎡である。
　層　　序　基本層序は最上層から順に表土、
客土、地山である。
　表土（南壁１層）は黒褐色を呈し、５～ 15
㎝の厚さで調査区全体に堆積する。
　客土（南壁２層）は約 20 ～ 30cm の厚さで
調査区全体に堆積する。赤褐色と明黄褐色、褐
色中砂がモザイク状に混じるが、全体に砂粒が
混じり固くしまった同質の土であることから一
連の土層と判断した。調査区の斜面に沿って堆
積するが、非常に硬くしまっていることや遺物
が出土することから流土や地山とは考えられ
ず、後世の造成にともなう客土と判断した。
　最下層には橙色細砂層（南壁３層）がみられ
る。土質が均質で広い範囲に存在し、遺物が全
く出土しないことから地山と判断した。なお、
地山上に旧表土は確認できず、墳丘築造時もし
くは造成時に削平されたと考える。
　墳　　丘　調査区内で盛土は確認できず、墳
丘の形状も良好な状態を検出できなかったため
墳丘は大きく削平されていると考える。それで
も現状が比較的旧状をとどめているとみてよけ
れば、地山を削り出すことで墳丘下方を築造し
た可能性がある。
　調査区南壁から約 40㎝の範囲には平坦にな
る範囲があり、これも墳丘本来の形状を反映し
ているとすれば、段築が備わっていたと考え
る。削平されたためか明瞭な墳端はとらえられ
なかったが、北壁から約 1.3 ｍ、標高約 61.8 ｍ
付近と南壁から約 80㎝、標高 62.5 ｍ付近に傾
斜の変換がみとめられる。葺石や埴輪列などの
外表施設は確認できいため、この二つの傾斜変
換点を墳丘裾の候補とみておきたい。
　遺物出土状況　客土から土師器の細片が散在
的に出土している。　　　　　　　（磯貝龍志） 図 15　後円部第２トレンチ墳丘（西から）

図 14　後円部第２トレンチ平面図・壁面図
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　３　前方部の調査

前方部第１トレンチ（図 16・17）
　墳丘主軸上の前方部前端裾の位置を確認する
ことによって古墳の全長を把握することを目的
として、東側に設定したトレンチである。墳丘
構造の把握もあわせて調査目的とした。トレン
チの規模は南北幅約１ｍ、東西長約４ｍ、面積
約４㎡である。
　層　　序　基本層序は最上層から順に表土、
流土、地山である。
　表土（東壁１層）は黒褐色を呈し、５～ 15
㎝の厚さで調査区全体に堆積する。
　流土（東壁４層）は約５～ 60cm の厚さで調
査区の斜面に沿って広範囲に堆積する。調査区
南部には流土から地山まで掘り込む攪乱坑（東
壁２層）がある。その北側には流土上面から流
土内を掘り込む、別の攪乱坑（東壁３層）がある。

　流土と攪乱坑の下層には明褐色細砂層（東壁
５層）がある。部分的に褐色極細砂と赤褐色極
細砂が混じるが、層をなさないため一連の土層
と判断した。土質が均質かつ広い範囲に存在し、
遺物がまったく出土しないことから地山が風化
した土層と判断した。最下層には、土質が均質
でしまりの強いにぶい黄橙色シルト層（東壁６
層）がみとめられる。大きな単位の堆積である
点や、遺物が出土しない点から、地山と考える。
なお、地山上に旧表土は確認できていない。
　墳　　丘　調査区内で盛土は確認できず、旧
表土も確認できないことから、地山を削り出す
ことで墳丘を築造していると判断できる。調査
区南壁から約 40㎝の範囲には平坦になる範囲
があり、段があったと考える。北壁から約２ｍ、
標高約 60.5 ｍ付近に傾斜の変換がある。葺石
や埴輪列などの外表施設を確認できないことか
ら、この傾斜変換を墳丘裾と考える
　遺物出土状況　流土から弥生土器と土師器の
細片が散在的に出土している。　　　　（磯貝）

図 17　前方部第１トレンチ墳丘（北東から）図 16　前方部第１トレンチ平面図・壁面図
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　４　後円部頂の調査

後円部頂トレンチ（図 18 ～ 20）
　後円部頂の中央部付近にある陥没が、埋葬施
設にどのような影響を与えているのかを把握
するため、東西長約９m、南北幅約 3.5m、面
積 31.5㎡のトレンチを設定した。さらに、土層
の観察・記録のために、幅 30㎝の畔を設定し、
これによってトレンチ内を８区画した。
　盗掘坑の検出状況　発掘調査の結果、盗掘に
ともなって攪乱を受けた範囲は、現状の陥没部
分よりもさらに広がることを確認した。また、
盗掘も含めて攪乱は複数回におよぶ。
　埋葬施設に達する大規模かつほぼ全体にお
よぶ攪乱がもっとも早くにおこなわれており、
坑内には大きな単位の埋土が広く確認される

（y0.3 ライン断面 12・13 層）。さらに、西側か
ら北側の壁面付近については、細かな単位の土
層が堆積しており、攪乱直後に土砂が流入した
ようである（y0.3 ライン断面６～ 11 層、x2 ラ
イン断面６・７層、x0 ライン断面８～ 11 層）。
攪乱坑の壁面は、垂直に近く立ち上がる、ある
いはオーバーハングする部分が目立つ。
　標高 64.0 ｍ付近以下では、埋葬施設に由来
するとみられる玄武岩の板石が出土し、原位置
に近いあるいは原位置を保つと判断できる石材
も検出された。また、標高 63.5 ｍ付近、坑内
の中央より南側の範囲では、灰白色～浅黄色を
呈する粘土層が面的に広がる（x2 ライン断面
14 層、x0 ライン断面 16・17 層 x-2 ライン断面
14・15 層）。これら粘土層あるいは原位置を保
つとみられる石材の内側にあたる範囲には、粘
土をはじめ混じり気の強い不均質な土層がなお
堆積する状態にある（y0.3 ライン断面 13 層）。
この土層の部分的な断ち割りによって、下層に
は別の粘土層が広がるのを確認したが（x2 ラ
イン断面 12 層）、土質からも埋葬施設床面に近
い土層と判断されため、全体的な掘削をその上
面で停止し、これより下位の調査は機会と体制
をあらためて実施することとした。　　（岩本）

　各区画の検出状況　図の左上、西南に位置す
る１区では、攪乱坑壁面から突出した状態の複
数の板石を検出した。石材はほかの区画より大
ぶりであり、幅 40 ～ 50㎝、厚さ５～ 10㎝を主
体とする。西端部分では、板石が３枚積み重なっ
ており、基底石はいずれも内側に広がる浅黄色
粘土の上面に置かれる。平面的な並びの規則性
はやや乏しい。攪乱坑壁面では、灰白色粗砂層
や赤褐色極細砂など赤色系を中心に白色系の土
層が互層をなす状態を観察できる。
　図の右上、西に位置する２区でも、攪乱坑壁
面付近で板石が多数出土した。内側に位置する
板石は、長辺の平坦な面を内側に向けて密に並
べられ、西側では直角に近く屈曲して東側へと
連続する。西端付近では、内側に並ぶ石材だけ
でなく、その外側の石材も比較的密にかつ整然
と並び、積み重なった状態である。ただし、内
側に比べると外側は並びが不規則であり、内側
に端面を揃えていない石材もある。石材の並び
が屈曲する部分の近くでは石材が６段ほど重
なっており、高さが 45㎝程度に達する。石材は、
内側の並びでは厚さ５㎝程度を主体とし、外側
の並びでは５～ 10㎝と厚みが異なる。外側で
は、幅 50㎝ほどの大ぶりな石材もある。攪乱
坑壁面では、灰白色粗砂層や赤色系の土層が互
層をなして堆積する状況がみられる。
　図の左中上の３区では、石材をほとんど検出
していない。攪乱坑内の底面では、浅黄色粘土
が面的に広がる。ほかの区画と同様に、灰白色
粗砂層や赤色系の土層が互層をなす状態が攪乱
坑の壁面で観察される。ただし、調査区の中央
付近では、これらの土層が垂直方向に途切れる
部分があり、幅約 20㎝の溝状遺構が壁面を断
ち割って 40㎝ほど南側へ続く。この溝はさら
に調査区外へと連続すると推定される。（岩本）
　図の右中上の４区では、２区と同様に攪乱坑
壁面付近から多数の板石が出土し、西側から東
側にかけて直線的に続く。板石は南方向に崩れ
ており、とくに石積み上部は板石の平面が内側
に向かない石材があるなど雑然とした重なりを
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ており、石槨の側壁の状態を比較的良好に確認
できる。側壁の板石はそれぞれ石材の端面を内
側に揃えて密に積む。また、外側の石材も密に
積まれていると思われる。板石は検出面から 4
段ほど残存する部分もあり、わずかに内側に持
ち送るように積む。攪乱坑壁面には、赤色系と
黄色系の土層の互層を確認できる。（土井翔平）
　左下の７区は、攪乱坑の壁面の立ち上がりを
確認したのみである。東側は立ち上がりの傾斜
がやや緩やかとなる。
　８区も攪乱の範囲が限られ、調査区の大部分
は埋葬施設構築当初の状態をとどめたものとみ
られる。灰白色粗砂と赤褐色系極細砂～細砂、

みせる。いっぽう、下部は比較的整然な状態
を呈する。西側では、板石の上部から大型の
石材が検出された。石材は長さ約 40cm、幅約
30cm、厚さ約 15cm であり、ほかの板石より
も大きい。石材上面には、叩いて平らに加工し
た痕跡を確認できる。調査区床面には浅黄色粘
土が広がる。　　　　　　　　　　（北澤宏明）
　図の左中下の５区は、３区と同様に検出され
た石材が少ない。底面には浅黄色粘土層が全体
に広がっており、検出面は著しい凹凸をなす。
一部に残る石材から、この凹凸は本来は石材が
存在した位置を反映するものと考える。（岩本）
　図の右中下の 6 区では、複数の石材を検出し

図 19　後円部頂トレンチ竪穴式石槨の検出状況（１）
左：全景（西から）　右上：１区（東から）　右下：２区（東から）
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　石槨には玄武岩の板石を、壁体だけでなく控
え積みにも用いる。長手積みされる石材が目立
つ。壁体が持ち送りとなるかは不明であるが、
蓋石をもつ可能性が考慮される。控え積みには
やや大ぶりかつ不整形な石材もあり、壁体の外
側に一石ないし二石程度の石材でとり囲むよう
に積み上げる構造とみられる。控え積みの基底
石は、粘土層の上に置かれる。栗石やバラスを
多用する石槨構造とはならない可能性が高い。
　また、先述したように３区の攪乱坑壁面には
幅 20㎝ほどの溝状遺構の、８区では幅１ｍほ
どのプランをもつ遺構の存在が推定される。前
者が墳丘外へと続く排水溝、後者は隆起斜道へ
と続く墓壙通路となる可能性がある。現時点で
は推測の域を出ないが、有無の確認も含めてそ
の追究は今後の重要な調査課題といえよう。
　墓壙の有無については確認できていないが、
排水溝や墓壙通路が存在したとすれば、掘込墓
壙をともなう可能性が高いと考える。　（岩本）

橙色シルトなどの互層堆積をなし（y 断面 16
～ 21 層）、これら土層は東西に延びる幅１ｍ程
度のプランをもつようである。　　
　なお、古墳にともなう遺物として、２区およ
び３区において鉄剣の細片を検出した。盗掘に
よる副葬品のとりこぼしであろう。　　（岩本）
　竪穴式石槨　各区画における石材の検出状況
から、大規模な攪乱を受けた後円部頂の中心に
位置する埋葬施設は、竪穴式石槨であることが
明らかとなった。石槨の主軸は、墳丘主軸に少
し斜交するようであり、西南―東北方向にある。
　１・２区の石材検出状況から西小口幅は 80
～ 100㎝ほどとなる。東小口については、壁体
を検出していないが、６区の床面の粘土が高く
なる地点と北側壁の石材範囲がおおよそ一致
し、現時点で想定できる東小口位置の最有力候
補である（図 18―▲）。その場合、東小口幅は
75㎝前後になるものと推定される。石槨長は 5.2
ｍ程度になると見込まれる。

図 20　後円部頂トレンチ竪穴式石槨の検出状況（２）
左上：３区（北から）　左下：５区（西から）　中央下：６区（西から）　右：４区（西から）



17

 

１　概　　要

　第１次調査の出土遺物は古墳にともなう遺物
と古墳築造後の遺物に大別される（図 21）。
　古墳にともなうとみられる遺物は、後円部頂
トレンチ２区から出土した１点と３区から出土
した２点の鉄剣片のみである。
　このほか古墳にともなうかどうかを判断でき
ない土師器が、後円部頂トレンチの各区画から
出土した。その数はけっして多くなく、67 片
である。後円部第１トレンチにおいても、墳丘
面より上に堆積する土層中から、70 点あまり
の土師器片が確認された。後円部第２トレンチ
では流土や削平の入った土層から 10 点ほどの
土師器片が出土した。前方部第１トレンチでも
流土から土師器細片が３点検出された。
　古墳築造後の遺物には、須恵器と土師器があ
る。須恵器は細片であり、いずれも細かな時期
を特定できるものではない。後円部頂トレンチ
から出土した。このほか、まとまった土師器が
出土したのは後円部第１トレンチの墳丘裾付近
の上層である。　　　　　　　　　　

２　古墳にともなう遺物

　古墳にともなうと判断できる遺物は、副葬品
と考えられる鉄剣の破片３点のみである。
　１は残存長 5.6㎝、幅 2.2㎝、厚さ３㎜程度の
切先を含む破片である。木質は付着せず、目の
細かな布が刃部に巻かれるように付着する。
　２は刃部の破片である。残存長 2.6㎝、幅を
把握できるまでには遺存していない。表面に木
質の付着はなく、布らしき有機質を確認できる。
　３は関付近の破片である。残存長 2.9㎝、刃
部幅 2.3㎝、関部幅 1.6㎝、厚さは４㎜程度であ
る。直角関であり、茎幅が細い。外装に由来す
る木質は確認できず、目の細かな布が付着する。

　出土破片数は少ないが、３点の特徴は共通

し、同一個体の可能性も想定される。幅の細
さや厚みが小さいことなどから、短剣であろ
う。外装にかかわる木質が確認されないもの
の、目の細かな布が付着するため、抜き身を布
に巻いて副葬した可能性が高い。近畿地方中央
部の外装におさめた刀剣副葬とは異なる〔宇垣
1997〕、在地性をとどめた古墳時代前期でも古
相を示す副葬形態といえよう。　　　　（岩本）

３　古墳築造後の遺物

　古墳築造以降に比定される遺物には、土師器
と須恵器がある。
　後円部第１トレンチの墳丘面上層の堆積土中
から土師器が出土した。４は坏である。調整は
内外面ともに回転ヨコナデを施し、底部に回転
糸切りの痕跡を残す。内面の口縁部付近に煤が
付着する。５は高台付坏と考える。調整は内外
面ともに回転ヨコナデである。高台内面に煤が
付着する。６は口縁部片である。７は高台のつ
く底部片である。時期は４と５の組み合わせか
ら C Ⅰ期（10 世紀後葉～ 11 世紀中葉）と考え
られる〔岡田・八峠 2013〕。
　なお、後円部頂トレンチでは底部に糸切りの
痕跡をとどめた須恵器片も出土している。（林）

Ⅵ　出土遺物

図 21　出土遺物
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Ⅶ　浅井 11 号墳竪穴式石槨石材の全岩化学分析

１　はじめに

　浅井 11 号墳の石槨に使用された石材につい
て、波長分散型蛍光Ｘ線装置を用いた全岩化学
分析を実施した。以下に結果を報告する。
　石材は新鮮なカンラン石玄武岩であり、肉眼
で多量のカンラン石班晶を確認できる。偏光顕
微鏡を用いた石材の薄片観察では、カンラン石

（班晶：１～２㎜、石基：0.1㎜程度）、単斜輝石（班
晶：0.5 ～１㎜、石基：0.1㎜程度）、斜長石（石
基：0.2 ～ 0.5㎜）、不透明鉱物（石基：0.1 ～ 0.2
㎜）が主要構成鉱物としてみとめられる（図
22）。ガラスは少ない。組織としては、短冊状
～針状の斜長石が散在し、その粒間をカンラン
石、単斜輝石、不透明鉱物などが埋めている（図
22）。したがって、インターグラニュラー組織

（intergranular texture）をもつといえる。斜長
石の弱い配列もみとめられ、わずかに流理構造
をもつこともわかる。

２　全岩化学分析

　試料は岩石カッターを用いて大きさ１～２㎝
の幾つかの小片に切断した。小片は蒸留水に
よる超音波洗浄を 5 分以上おこなった後に鉄製
乳鉢および自動メノウ乳鉢を用いて微粉末化し
た。この微粉末はエアバスで 110℃・24 時間以
上乾燥させた。次に強熱減量（LOI）の測定の
ため、マッフル炉にて約 3 ｇの粉末を 1050℃・
2 時間で加熱した。強熱減量は加熱前後の質量
比により求めた。岩石の主・微量成分の定量分
析は島根大学大学院総合理工学研究科地球資源
環境学領域に設置の波長分散型蛍光 X 線分析
装置（RIGAKU 社 RIX2000）を用いた。分析
試料は 1050℃・2 時間で加熱した粉末とアルカ
リフラックス（LiBO2：Li2B4O7 ＝ 1：4 で作成）
を 1：2 の割合で混合し、高周波ビードサンプ
ラーにて白金るつぼ内でガラス化したガラス
ビードに加工した。定量分析は地質調査総合セ
ンターのスタンダード試料で作成した検量線を
用いた。分析手法は Kimura and Yamada〔1996〕
にしたがった。分析結果を表１に示す。
　 石 材 の SiO2 量 は 49.14wt% と 低 く、 塩
基 性 岩 の 組 成 を も つ。 分 析 値 を Le Maitre 
et al. 〔2002〕 の ア ル カ リ ― シ リ カ 図 に プ
ロットしたところ玄武岩に区分される（図
23）。 た だ し、Na2O+K2O 量 が 高 く、Kuno

図 22　石材の偏光顕微鏡写真（上：オープンニコル　下：クロスニコル）
〔Ol: カンラン石　Cpx: 単斜輝石　Pl: 斜長石　Opq: 不透明鉱物〕

浅井 11 号墳
主要元素 微量元素

(wt%) (ppm)
SiO2 49.14 Ba 581
TiO2 1.47 Ce 119
Al2O3 16.09 Cr 4
Fe2O3 9.57 Nb 7
MnO 0.14 Ni 4
MgO 7.71 Pb 23
CaO 9.06 Rb 72
Na2O 3.33 Sr 129
K2O 1.28 Th 19
P2O5 0.32 V 56
LOI 0.31 Y 54
Total 98.43 Zr 121

表１　浅井 11 号墳竪穴式石槨石材の分析結果
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田ほか〔2007〕により報告された松江層玄武岩
類の鉱物組み合わせと上述した石材の顕微鏡観
察結果とを比較すると、カンラン石、単斜輝石、
斜長石および不透明鉱物を主体とする特徴が合
致する。したがって、本石材は松江層玄武岩の
岩石であると判別される。
　松江層玄武岩は東西方向でみると、宍道湖の
東岸から中海周辺にかけて分布する。南北方向
では、安来から島根半島にかけて分布している。
今後の課題としては、この広範囲に点在する松
江層玄武岩溶岩の記載的特徴や化学的特徴につ
いて地球科学的な論文報告等がある場合、本石
材の特徴との比較検討から石材の採取位置を特
定していく検討が必要であろう。　（亀井淳志）

〔1966〕の区分ではアルカリ岩シリーズとなる。
　 石 材 の 微 量 元 素 組 成 を 中 央 海 嶺 玄 武 岩

（MORB） の 値〔Pearce and Parkinson1993〕
で規格化してスパイダー図を作成した（図
24）。その結果、Nb および Ti に有意な負の異
常がみとめられない。したがって、微量元素パ
ターンにおいてもアルカリ玄武岩の特徴を有す
ると判断される。
　浅井 11 号墳の近隣においてアルカリ玄武
岩の特徴を有する噴出岩としては、松江層玄
武岩〔1200 ～ 400 万年前のステージで活動：
Kimura et al. 2005〕と横田玄武岩〔400 万年前
～現在のステージで活動：Kimura et al. 2005〕
が知られている。そこで、Iwamori〔1992〕よ
り報告されている両玄武岩の微量元素組成を
MORB で規格化して図 24 に示した。図に示し
たパターンは報告された各玄武岩の分析データ
の平均値である。浅井 11 号墳の石材と両玄武
岩とを比較すると、石材は松江層玄武岩の微量
元素パターンに合致する（図 24）。ここで、坪

引用文献
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major and trace element XRF analyses using a 
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Min. Petr. Econ. Geol. 91, 62-72.

Kimura J-I, Stern R.J, and Yoshida, T., 2005, 
Reinit iat ion of subduction and magmatic 
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図 23　アルカリ－シリカ図（岩石区分は Le Maitre et al. 〔2002〕による）
Q：ノルム石英　Ol：ノルムかんらん石

　　　アルカリ岩－非アルカリ岩の境界は Kuno 〔1966〕を用いた

図 24　MORB で規格化した石材の微量元素組成パターン
横田玄武岩および松江層玄武岩の組成は

Iwamori 〔1992〕より各岩石の平均値を示す
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１　墳　丘

　測量調査、さらには限定的ではあるが墳丘規
模を把握するための発掘調査によって、これま
でその実態がほとんど明らかでなかった浅井
11 号墳についての基礎的な情報を得た。
　後円部第１トレンチならびに前方部第１トレ
ンチで確認した墳丘裾の位置から、墳丘長約
44 ｍの前方後円墳であることをほぼ確定する
ことができた。また、後円部第１・２トレンチ
の調査成果にもとづくと、後円部直径は 26 ｍ
程度に復元される。測量調査で想定される規模
より、後円部はやや小さくなるようである。た
だし、全長については規模を変更する余地がな
いことから、前方部は 20 ｍ程度とやや大きめ
に復元されることとなる。発掘調査で確認する
には至っていないが、測量成果から前方部頂は
ほぼ水平をなすこと、直線的ながらも大きく開
かない前方部となる可能性を考えておきたい。
　構造面においては、後円部と前方部ともに、
検出した墳丘裾より１ｍほど高い位置に平坦面
が存在する可能性を考慮できるようになった。
したがって、後円部がすでに指摘されている平
坦面とあわせて３段、前方部が２段となる想定
が成り立つ。また、後円部の北側については、
植林にともなって大規模な削平を受けているこ
とが明らかとなった。墳丘については、良好に
残存する部分を確認し、詳細を明らかにするこ
とが今後の課題といえよう。墳丘の遺存状態が
より良好と想定されるのは、植林がおよんでい
ない墳丘南側であると考えられることから、今
後の調査は南側を中心に進めていくことを予定
しておきたい。
　なお、発掘調査を実施した範囲においては、
葺石となるような石材、埴輪など外表施設は確
認されていない。葺石と埴輪をもたない前方後
円墳とみてさしつかえないであろう。

２　竪穴式石槨

　後円部頂のほぼ中心に位置する埋葬施設が、
遺存状態は良好ではないものの、竪穴式石槨で
あることが判明した。浅井 11 号墳の後円部埋
葬施設が竪穴式石槨であるとの指摘はこれまで
にもなされてきたが、このたびの発掘調査に
よってようやく実証されたことになる。また、
断片的な情報ではあるものの、構造的な特徴の
一端を把握したこと、埋葬施設の系譜や年代と
いった位置づけを考える材料を得た点も重要な
成果といえよう。
　石槨の規模は、全長が内法でおよそ 5.2 ｍと
見込まれる。山陰地方においては長大な事例と
なる。確認した範囲では、西小口が幅 80㎝以
上 100㎝未満、東小口が 75㎝程度に復元される。
小口幅の広さから、埋葬頭位は西にあったもの
と推定される。
　石槨の壁体は、玄武岩の板石によって構築さ
れる。控え積みを壁体と同様の玄武岩の板石と
する点、控え積みの下層にバラスなど礫敷がみ
られず、粘土を敷く点が注目される。検出状況
のみからの推測にもとづくところが大である
が、控え積みや下部構造はけっして重厚ではな
く、どちらかといえば簡素な構造のようである。
しかし、簡素といっても、控え積みに板石、下
部構造に粘土が使用されている点は丁寧なつく
りであると評価でき、浅井 11 号墳の竪穴式石
槨の構造を特徴づけている。
　控え積みを板石のみとする類例には、島根県
神原神社古墳、岡山県七つ𡉕１号墳第１石室、
奈良県中山大塚古墳がある。浅井 11 号墳は、
板石の石槨上部の控え積みは顕著でなく、神原
神社古墳や七つ𡉕１号墳に近いと考える。控え
積みの基盤層として、あるいは控え積みととも
に粘土を使用する例としては、岡山県浦間茶臼
山古墳がある。また粘土ではないが、墓壙底に

Ⅷ　総　　括
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置土をほどこす、兵庫県権現山 51 号墳や奈良
県小泉大塚古墳も関連する構造をもつ例といえ
るだろう。
　このほか特徴的な構造として注目しておきた
いのは、十分な調査を実施できていないために
やはり推測の域を出ないが、排水溝と墓壙通路

（掘割墓道）が付属すると推定される点である。
とりわけ現状において、排水溝が石槨の主軸に
たいして直交して延びるとみられる点と、墓壙
通路（掘割墓道）があるとすれば隆起斜道へと
つながる可能性を想定しうる点は、今後に究明
すべき調査課題としてきわめて重要な意味をも
つと考える。
　排水溝が石槨の主軸と直交する例は、島根県
神原神社古墳と奈良県黒塚古墳にある。黒塚古
墳では前方部方向へつながる墓壙通路（掘割墓
道）を埋め戻して排水溝を掘削する。前方部方
向に延びる排水溝は奈良県下池山古墳でも確認
されている。山陰では島根県大成古墳と造山３
号墳において、竪穴式石槨の床面に埋設された
排水溝が墓壙通路と同一方向に延びる構造とな
ることが判明している。
　以上に概観した特徴をふまえつつ、浅井 11
号墳の竪穴式石槨がもつ構造的特徴をみると、
今後の調査によって検討すべき点は多々ある
が、神原神社古墳との類似性が強い点を指摘で
きるだろう。
　また、今回の調査で確認した、控え積みや石
槨下部構造にかんする所見が、神原神社古墳や
七つ𡉕１号墳、浦間茶臼山古墳、権現山 51 号墳、
小泉大塚古墳などの事例と共通する点は、浅井
11 号墳の築造年代を考えるうえでも重要な材
料となる。というのは、上記した諸古墳がいず
れも古墳時代前期でも前半に位置づけられ、し
かもそのなかでも相対的に古相を示すとみられ
るからである。現状で知りうる浅井 11 号墳の
竪穴式石槨にみる特徴からは、その年代を古墳
時代前期前半でもやや古くとらえることも可能
なのである。この点の究明については今後の課
題としておきたい。
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　３　ま と め

　第１次調査の結果、浅井 11 号墳にかかわる
ごく基礎的な情報を得た。墳丘長約 44m の前
方後円墳であること、段築をもつが葺石と埴輪
を備えないこと、中心埋葬に竪穴式石槨を採用
することなどが明らかとなった。
　築造時期は、葺石のない前方後円墳である点
を山陰のほかの事例と関連づけるならば、古墳
時代前期におさまる可能性がきわめて高い。ま
た、埴輪がない点を積極的に評価すると、埴輪
導入以前の前期後半古相に遡らせることもでき
る。さらに、竪穴式石槨の構造が時期を反映す
ると考えることが許されるならば、前期前半の
築造とみる余地すら生まれてこよう。
　ただし、これをさらに裏づける年代の明らか
な遺物はいまのところ確認できておらず、今後
の調査にゆだねるべき部分が多い。現状におい
ては、浅井 11 号墳が山陰でももっとも古い前
方後円墳となる可能性があるという点のみを指
摘するにとどめ、今後の調査を通してこの課題
解決を図ることとしたい。　　　　　　（岩本）
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浅井 11 号墳 古墳 古墳時代前期 土師器・鉄製品 古墳時代前期の前方後円墳。
全長 44 ｍと推定される。
葺石なし。
後円部頂に竪穴式石槨。

浅井 11 号墳発掘調査概要報告書Ⅰ
―　第１次調査　―
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AZAI No.11 Tumulus I

Preliminary Report of Archaeological Excavations
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前方部南東隅側からみた浅井 11号墳
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